
３
月
２
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
一
五
○
○
円

☆
宮
田
隆
リ
サ
イ
タ
ル

ご
希
望
の
方
は
莱
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
聴
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

細
集
室
「
デ
ュ
オ
の
夕
べ
」
係
、
「
狂

言
小
劇
場
」
の
係
ま
で

★
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ

鍋
円
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
ぞ
会
員
・
二
三
○
○
円

☆
桑
名
正
博

幻
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
前
売
／
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ

・
一
六
○
○
円

☆
第
Ⅷ
回
あ
じ
さ
い
音
楽
会

布
野
ゆ
き
子
・
坂
本
環

加
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
前
売
・
一
○
○
○
円
当
日
・

一
二
○
○
円

☆
羅
清
水
テ
ノ
ー
ル
独
唱
会

加
日
（
土
）
７
時
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

八
音
楽
Ｖ

★
パ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
・
ト
リ
オ
の
夕
べ

２
日
（
金
）
７
時
県
民
小
劇
場

二
○
○
○
円

★
館
野
泉
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

３
日
（
土
）
７
時
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

★
山
口
百
恵

４
日
（
日
）
①
哩
時
半
②
３
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
四
○
○
○

円
Ａ
・
三
○
○
○
円

★
貴
志
悠
子
フ
ル
ー
ト
の
夕
べ

５
日
（
月
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

九
五
○
円

★
ア
ー
ト
・
プ
レ
イ
キ
ー
＆

ジ
ャ
ズ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

６
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五

○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

★
伊
集
院
良

き
け
、
よ
み
が
え
る
神
戸
サ
ウ
ン
ド

１
１１３
１

●
愛
読
者
招
待
席

剛
川
っ
子
読
者
左
記
の
伽
し
に
ご
招
排

☆’

☆
狂
言
小
劇
場

３
月
釦
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
（
加
名
様
）

出
演
／
●
茂
山
千
五
郎
・
茂
山
千
之
丞
・

茂
山
正
義
・
古
谷
哲
也
・
藤
舎
推
峯

| #騨織

革

露

鰯 神

前回演能の熊野

神
戸
能
楽
教
室
の
ご
案
内

能
・
狂
言
を
よ
り
一
届
ご
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
必
の
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

★
節
一
円
２
月
Ⅳ
日
（
土
）
能
「
商
砂
」
藤

井
徳
三
「
巴
」
吉
井
順
一
、
狂
言
「
飛
越
」

☆
鰯
二
円
３
月
泌
日
（
土
）
能
「
経
正
」
藤

井
雛
三
「
求
塚
」
吉
井
順
一
、
狂
言
「
真
奪
」

★
第
三
日
４
月
７
日
（
土
）
能
「
盛
久
」
藤

井
徳
三
「
葵
上
」
吉
井
順
一
、
狂
言
「
土
華
」

会
費
八
千
円
（
一
一
一
回
通
し
）
申
込
先
神
戸
っ
子

伊集院良

３
月
４
日
（
日
）
６
時
半
県
民
小
劇

場
二
○
○
○
円

☆
マ
ッ
コ
イ
・
タ
イ
ナ
ー

３
月
９
日
（
金
）
６
時
半
Ⅲ
戸
国
際

会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五

○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
了
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

坂本頚

★
宮
田
隆
リ
サ
イ
タ
ル

神
戸
在
住
の
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス
＆

ギ
タ
ー
演
奏
家
、
宮
田
隆
の
初
リ
サ
イ

タ
ル
。
二
度
に
わ
た
る
ス
ペ
イ
ン
で
の

修
業
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

３
月
４
日
（
日
）
６
時
半
県
民
小
側

場
二
○
○
○
円
を
一
測
引

★
布
野
ゆ
き
子
・
坂
本
斑

七
十
七
年
度
音
楽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
ク

ラ
プ
新
人
賞
と
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
音
楽
賞
を
受
賞
し
た
ピ
ア
ノ
の
布

野
ゆ
き
子
と
ソ
プ
ラ
ノ
の
坂
本
環
の
受

賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
２
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

一
五
○
○
円
を
一
割
引

客
神
戸
の
催
し
物
ご
案
画

８
日
（
木
）
１
，
日
（
土
）
６
時
半

ｕ
日
（
日
）
１
時
半

型
日
（
月
）
皿
Ｈ
（
水
）
６
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
神
戸
労
演
／
一

九
○
○
円

州
鐸
叫
／
加
職
剛
、
大
塚
道
子
ほ
か

☆
第
５
回
市
民
演
劇
祭

Ⅳ
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
中
ホ
ー
ル
無
料

★
劇
団
四
紀
会
「
天
満
の
と
ら
や
ん
」

溺
日
（
日
）
①
加
睦
聴
千
②
１
時
半

尼
崎
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
一
般
・
一

○
○
○
円
（
当
日
・
一
三
○
○
円
）

小
中
学
生
・
六
○
○
円
（
当
日
・
九
○

○
円
）
４
１
５
才
・
四
○
○
円
（
当

日
・
七
○
○
円
）

八
そ
の
他
Ｖ

★
今
岡
煩
子
リ
サ
イ
タ
ル
「
雪
の
杜
若
」

１
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
○
円

☆
も
と
ま
ち
寄
席
・
恋
雅
亭

、
日
（
土
）
６
時
半
凧
月
堂
ホ
ー
ル

一
○
○
○
円

★
市
民
映
画
劇
場

「
は
な
れ
啓
女
お
り
ん
」

叫
日
（
水
）
巧
日
（
木
）
６
時
半

万
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

☆
第
３
回
神
戸
能
楽
教
室

Ⅳ
日
（
土
）
１
時
半
淡
川
神
戸
能
楽

殿
三
○
○
ｎ
両
学
生
・
一
五
○
○

両
》

★
浪
曲
名
人
会

詔
日
（
水
）
①
２
時
②
６
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
民
幸
弓
／
会
員
・

一
五
○
・
○
円

出
演
／
京
山
毒
葬
煤
若
、
天
津
羽
衣
、
広

潔
駒
蔵
、
京
山
小
円
嬢
、
跡
嫁
加
四
師
牢
石

蕊瀞宮田隆

布野ゆき子

★
浦
川
宜
也
／
バ
イ
オ
リ
ン

フ
ラ
ン
ッ
・
ル
ッ
プ
／
ピ
ア
ノ

デ
ュ
オ
の
夕
べ

３
月
Ⅳ
日
（
土
）
６
時
半
明
石
市
民

会
館
中
ホ
ー
ル
（
加
名
雛
）

２
月

Ａ
演
劇
Ｖ

★
俳
優
座
「
マ
ク
ベ
ス
，
一

加藤剛

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
雄
書
で
神
戸
っ

子
編
集
宝
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で
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i 鋳; 蕊蕊識鍵鱗

瀞
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理
も

の
シ
ー
ン
の
記
憶
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
深
い
味
わ
い
。
監
督
ク
ロ
ー
ド

・
オ
ー
タ
ン
ラ
ラ
の
名
作
。

女
優
ミ
シ
ェ
ル
・
プ
レ
ー
ヌ
の
女
っ

ぽ
さ
。
一
肩
の
は
っ
た
ス
ー
ツ
に
、
羽
の

ＩＨＩ出出

パ
ラ
デ
ィ
ラ
タ
ン
の

鶴
識
灘
鋳
》
蝉

苓難議慧蕊

蕊蕊蕊熱蕊蕊‘, 蕊｡ 鍵羅蕊畿篭溌識蕊鐸蕊離鑑鑑識騨灘露蝿鐸. 出鱗蕊

☆
月
瓢
鐸
繊
鐘
蕊
議
驚
騨
鱗
霧
騒

●
日
航
主
催
の
パ
リ
夜
会
に
加
っ
て

パ
リ
夜
会
と
ア
ト
リ
エ
へ

二
十
数
年
ぶ
り
に
お
正
月
の
テ
レ
ビ

で
フ
ラ
ン
ス
映
画
「
肉
体
の
悪
魔
」
を

観
た
。
あ
あ
／
懐
し
い
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
。
こ
ん
な
に
良
い
映
画
だ

っ
た
の
か
な
あ
。
少
女
時
代
に
観
た
時

一
夜
は
更
け
て
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れ
、
私
は
な
ぜ
か
三
宅
一
生
の
ゴ
ー
ル

ド
だ
け
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
印
象
に
の

こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
不
景
気
さ
を

ふ
っ
と
ば
そ
う
と
し
て
か
、
色
は
カ
ラ

フ
ル
珍
道
中
の
よ
う
な
楽
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。
う
っ
と
う
し

い
時
代
を
デ
ィ
ス
コ
で
踊
っ
て
ぶ
つ
と

ば
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
。

真
帆
し
ぶ
き
と
岡
田
真
澄
が
共
演
し

て
東
京
の
博
品
館
で
の
上
演
に
先
が
け

て
「
シ
ー
ソ
ー
」
を
釦
分
に
短
縮
し
て

見
せ
て
く
れ
た
。
ス
ー
ダ
ン
は
さ
す
が
。

パ
リ
で
も
垢
ぬ
け
し
て
見
え
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
イ
ム
に
わ
が
チ
ー
ム

の
「
魔
女
」
の
、
大
里
最
世
子
さ
ん
が

シ
ル
ピ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ル
か
ら
賞
を
う

け
て
ホ
ッ
ペ
に
キ
ス
を
。
ラ
ス
ト
に
パ

ラ
デ
ィ
・
ラ
ン
タ
ン
の
主
役
。
こ
の
五

○
○
人
入
る
小
屋
を
持
ち
演
出
・
出
演

を
す
る
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
ー
・
リ
ピ
ェ
ー
ル

が
、
シ
ュ
バ
リ
エ
の
よ
う
に
巴
里
の
粋

を
見
せ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
ぶ
り
。

か
ぷ
り
つ
き
で
見
て
い
た
私
は
シ
ョ
ー

が
始
っ
て
び
っ
く
り
し
た
つ
け
。
今
ま

で
デ
ィ
ナ
ー
の
ウ
エ
イ
タ
ー
だ
っ
た
男

性
ま
で
出
演
し
て
ウ
イ
ン
ク
し
て
見
せ

る
の
だ
か
ら
。
小
屋
中
の
仕
掛
け
が
面

白
く
、
出
演
者
の
白
、
黒
、
黄
色
の
人
種

雑
多
夢
り
と
、
男
が
女
か
、
女
が
男
か
、

混
沌
の
摩
詞
不
思
議
。
あ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
油
っ
こ
さ
、
日
本
人
の
お
茶
漬
の

味
で
な
く
、
肉
食
人
種
の
違
い
と
判
っ

た
の
は
パ
リ
の
市
場
の
凄
さ
を
見
て
や

っ
と
納
得
し
た
の
だ
。
〈
小
泉
美
喜
子
〉

５
１
１
１
１

つ
い
た
キ
ャ
ノ
チ
エ
の
網
が
、
美
し
い

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
愁
い
を
落
し
て
．
：
。

あ
れ
っ
ノ
．
な
ん
だ
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
。
十
二
月
の
一
一
日
に
パ
リ
の
。
ハ
ラ
デ

ィ
ラ
タ
ン
の
夜
会
で
観
か
け
た
ヨ
マ

ー
ー
エ
ル
夫
人
」
の
シ
ル
ピ
ア
・
ク
リ
ス

テ
ル
の
帽
子
と
一
緒
。
ド
レ
ス
は
黒
で

横
顔
は
白
く
ア
ン
ニ
ュ
イ
だ
っ
た
け
れ

ど
と
想
い
出
し
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
フ

イ
リ
ッ
プ
と
よ
く
共
演
し
て
い
た
ジ
ャ

ン
・
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
リ
ア
リ
の
、
少
し

銀
髪
の
ま
じ
っ
た
中
年
の
い
い
男
の
姿

も
諺
あ
の
パ
ー
テ
ィ
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

ア
レ
ク
シ
ス
・
ワ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
と
松

本
弘
子
と
三
人
並
ん
で
い
た
つ
け
。
今

年
の
紅
白
歌
合
戦
で
も
山
口
百
恵
を
始

め
、
あ
の
手
の
帽
子
が
流
行
し
て
い
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
イ
の

世
界
を
、
ど
こ
か
新
し
げ
に
復
活
し
て

く
る
。
う
ち
の
編
集
部
の
中
村
ち
ゃ
ん

だ
っ
て
ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
マ
キ
シ
ニ
さ

ん
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
紺
の
シ
フ
ォ

ン
の
キ
ャ
ノ
チ
エ
に
羽
を
な
び
か
せ
て

パ
リ
の
夜
会
に
参
加
し
た
の
だ
も
の
。

デ
ビ
夫
人
や
、
ミ
レ
ー
ヌ
・
ド
モ
ン
ジ

ョ
や
、
ク
ロ
ー
ジ
エ
ー
ヌ
・
オ
ー
ジ
エ
、

大
内
順
子
さ
ん
の
華
や
か
な
姿
に
眼
を

見
張
っ
て
そ
れ
つ
と
ば
か
り
に
カ
メ
ラ

を
向
け
、
サ
イ
ン
を
頼
ん
で
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
ど
つ
と
ば
か
り
に
フ
ァ
ン

が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
大
混
乱
お
か
し

か
っ
た
な
あ
。

岡
田
真
澄
の
司
会
で
、
パ
リ
コ
レ
の

主
役
た
ち
の
シ
ョ
ー
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

左上「パラディラタン」のショー。タカラズカと違うのは男がホンモノ。中はシルピアクリステルにキスされる大里さん。お客さまのワイセンベルク。松本弘子。
プリアリ。右頁左は大内順子。クロージェーヌ・オージェ。デピ夫人。ドモンジョ。右ファッションショー。
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蕊

ま
い
が
あ
る
。
こ
の
町
は
一
帯
が
家
具

屋
さ
ん
ば
か
り
で
、
ど
の
店
を
の
ぞ
い

て
も
〃
本
物
の
い
い
家
具
″
が
静
か
に

並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
関
連
の
工
房

と
い
う
か
職
人
さ
ん
の
工
場
で
あ
っ
た

と
い
う
、
床
に
ニ
ス
が
た
っ
ぷ
り
流
れ

こ
ん
だ
古
い
古
い
ア
パ
ー
ト
が
今
は
二

人
の
ア
ト
リ
エ
で
、
Ｘ
マ
ス
カ
ー
ド
大

の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
が
今
制
作
中
で

し
た
。
ご
主
人
の
松
谷
氏
は
個
展
を
終

え
た
ば
か
り
、
少
し
離
れ
た
自
宅
で
拝

見
し
た
近
作
は
鉛
筆
で
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

し
た
作
品
（
写
真
）
た
だ
し
流
れ
る
と

題
し
て
流
れ
さ
れ
た
鉛
筆
の
跡
は
昔
か

ら
松
谷
氏
の
追
求
し
て
い
る
コ
ン
セ
プ

ト
と
同
じ
で
、
あ
の
パ
リ
の
色
を
使
っ

た
シ
ル
ク
版
画
か
ら
白
黒
の
世
界
へ
と

パ
リ
と
言
え
ば
芸
術
の
都
。
数
え
あ

げ
れ
ば
き
り
が
な
い
程
の
画
家
の
名
が

思
い
浮
か
ぶ
。
ピ
カ
ソ
、
ユ
ト
リ
ロ
、

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
佐
伯
祐
三
、
藤
田
嗣

治
、
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
…
…
そ
し
て
ル
ー

ブ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
た
訪
ね

て
い
け
ば
何
日
間
も
費
や
す
だ
ろ
う
数

点
の
美
術
館
…
…
過
去
現
在
多
く
の
ア

ー
チ
ス
ト
が
息
づ
い
た
町
に
、
自
分
が

立
っ
て
い
る
と
考
え
た
だ
け
で
、
零
下

何
度
と
い
う
寒
さ
も
忘
れ
る
五
日
間
の

ミ
ニ
パ
リ
旅
行
の
、
最
大
の
収
獲
は
、

パ
リ
滞
在
中
の
神
戸
の
ア
ー
チ
ス
ト
の

ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

単
な
る
旅
行
者
だ
っ
た
ら
、
と
て
も

行
け
な
い
ア
パ
ル
ト
マ
ン
に
、
そ
の
生

活
を
か
い
ま
見
れ
た
だ
け
で
も
、
印
象

深
く
有
意
義
で
し
た
。
そ
の
ひ
と
こ
ま

を
…
…
。

サ
ン
ジ
エ
ル
マ
ン
・
デ
・
・
フ
レ
か
ら

Ｔ
Ｅ
Ｌ
。
「
も
し
も
し
…
…
」
と
い
う

訳
で
氾
月
４
日
ポ
ン
ピ
ド
ー
美
術
館
の

ご
｛
奈
内
を
お
願
い
し
た
松
宮
武
判
氏
は

在
パ
リ
加
年
。
奥
様
の
キ
ャ
ト
リ
ー
ヌ

さ
ん
も
版
画
家
と
い
う
二
人
は
、
メ
ト

ロ
バ
ス
チ
ー
ュ
（
そ
う
あ
の
革
命
の
あ

っ
た
バ
ス
チ
ー
ュ
）
に
ア
ト
リ
エ
と
住

●
パ
リ
の
ア
ト
リ
エ
訪
問

神
戸
の
画
家
達

●
ハ
リ
で
出
会
っ
た

が
、
こ
れ
に
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

か
ら
会
い
に
来
て
く
れ
た
植
松
圭
二
氏

も
参
加
、
と
き
な
ら
ぬ
神
戸
人
大
集
合

と
い
う
こ
と
で
勢
い
に
乗
っ
て
、
今
度

は
鄭
相
和
氏
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
。
「
そ
ん
な
に

大
勢
い
る
の
な
ら
我
が
家
へ
…
」
と
い

う
訳
で
、
一
堂
し
て
ピ
ガ
ー
ル
ヘ
・

モ
ン
マ
ル
ト
ル
ピ
ガ
ー
ル
と
い
う
と

こ
は
知
る
人
ぞ
知
る
繁
華
街
。
夜
の
町

な
の
で
す
。
鄭
さ
ん
は
神
戸
に
い
た
時

は
新
開
地
の
映
画
館
の
上
に
お
住
い
だ

っ
た
…
…
こ
と
を
思
い
出
し
、
ま
た
し

て
も
同
じ
環
境
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い

は
る
と
思
う
と
何
と
な
く
人
柄
が
に
じ

み
出
て
ド
ア
を
入
る
前
か
ら
嬉
し
く
な

る
。
パ
リ
と
い
う
町
は
中
庭
の
あ
る
ア

パ
ル
ト
マ
ン
が
多
い
が
、
こ
の
素
晴
し

い
環
境
？
と
背
中
合
せ
と
は
思
え
な
い

ま
た
す
ご
く
上
品
な
ア
パ
ル
ト
マ
ン
で

相
変
わ
ら
ず
「
ボ
ソ
ポ
ソ
と
静
か
に
話

を
す
る
」
鄭
さ
ん
と
一
年
ぶ
り
の
再
会
。

鄭
さ
ん
は
神
戸
に
住
む
前
は
パ
リ
に
住

ん
で
お
ら
れ
た
か
ら
、
延
べ
に
し
て
は

６
１
１
１
１

目
に
入
る
色
の
世
界
を
一
歩
進
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。

ポ
ン
ピ
ド
ー
芸
術
セ
ン
タ
ー
訪
問
後

に
松
谷
氏
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
の
だ無題7 8 - 1 2 鄭相和

蕊蕊蕊

ポンピドー芸術センター
ギャラリーアランウーダン( パリ・レアール) 松谷武判個展
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鳶
蕊

上ｇ鄭さん宅にて深呼吸の方法を聞く。
中：鄭さんは、モノトーンの世界を追求中。
下：松谷さんの住まいにて、近作を囲んではいチーズ。

…職職

隠騨鶴謂
鼠鍵鶏欝
謹＄蕊

瀞

パ
リ
在
５
年
位
と
か
。

モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
は
昔
か
ら
だ

が
、
今
は
鉛
筆
で
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で

白
黒
の
モ
ザ
イ
ク
で
画
面
を
お
お
う
よ

う
な
作
品
と
か
貼
り
込
む
作
品
と
か
、

制
作
試
作
三
味
の
毎
日
。
勤
勉
な
氏
ら

し
く
朝
か
ら
晩
ま
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向

か
っ
て
い
る
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
三

人
の
ア
ー
チ
ス
ト
の
話
が
は
ず
み
（
健

康
法
、
ヨ
ガ
の
話
、
野
球
の
話
か
ら
と

て
も
真
剣
な
芸
術
論
ま
で
）
私
た
ち
の

最
後
の
晩
（
５
日
の
夜
）
ま
た
鄭
氏
の

ア
ト
リ
エ
で
食
事
を
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。植

松
氏
は
同
じ
く
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に

住
む
神
戸
出
身
魚
田
氏
の
ア
ト
リ
エ
へ

行
き
（
植
松
さ
ん
は
今
年
は
忙
し
い
年

に
な
り
そ
う
だ
と
か
。
ド
ク
メ
ン
タ
も

終
わ
り
フ
リ
ー
の
キ
ュ
ー
レ
タ
ー
達
の

訪
問
も
多
か
っ
た
ら
し
く
展
覧
会
の
予

難溌鍵

需描

戦
蟹

定
も
大
体
決
ま
り
、
９
月
に
は
神
戸
に

一
時
帰
国
す
る
話
も
あ
る
）

そ
し
て
名
残
り
の
晩
。
遅
れ
て
鄭
さ

ん
宅
へ
行
っ
た
植
松
さ
ん
と
私
は
ビ
ッ

ク
リ
、
な
、
な
ん
と
神
戸
新
聞
の
伊
藤

誠
氏
が
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

る
で
外
国
と
は
思
え
な
い
楽
し
い
晩
に

モ
ン
マ
ル
ト
ル
で
活
躍
中
の
長
尾
さ
ん

と
い
う
画
家
も
参
画
し
て
飲
ん
で
語
っ

一
Ｌ
・
・
・
・
・
・
Ｏ

た
だ
、
や
は
り
外
国
で
の
暮
し
は
、

は
た
目
で
見
る
以
上
に
厳
し
い
こ
と
は

事
実
で
、
制
作
自
体
に
は
日
本
に
い
る

よ
り
い
い
状
態
で
と
り
組
め
る
が
、
そ

れ
に
生
活
す
る
と
い
う
事
実
が
入
り
こ

ん
で
く
る
と
厳
し
さ
に
磨
き
が
か
か
る

よ
う
で
す
。

実
力
派
の
人
間
が
こ
れ
だ
け
集
っ
て

世
間
話
の
中
に
チ
ラ
ッ
チ
ラ
ッ
と
こ
ぼ

れ
る
厳
し
さ
は
旅
人
的
状
態
で
聞
い
て

霞

職鐸
蕊
溌

鱗

％

警耀

＃

議
鱗鍵
霞癖鍵‘

い
る
私
た
ち
に
は
書
き
つ
く
せ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
で
も
根
っ
か
ら
の
神
戸
っ
子

達
ら
し
く
意
欲
的
で
明
る
く
カ
ラ
ッ
と

し
て
い
る
人
々
と
作
品
に
会
う
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
日

本
で
は
個
展
と
い
う
の
は
、
画
廊
に
お

金
を
払
い
そ
の
場
所
を
借
り
れ
ば
例
え

若
い
作
家
で
も
発
表
の
機
会
が
あ
る
。

そ
れ
が
欧
米
で
は
フ
リ
ー
の
キ
ュ
レ
タ

ー
が
活
躍
し
て
企
画
展
を
組
み
展
覧
会

の
数
も
少
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
発
表
す

る
数
や
チ
ャ
ン
ス
に
限
り
が
あ
る
。
ど

ち
ら
の
シ
ス
テ
ム
も
一
長
一
短
だ
が
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
だ
。

買
物
も
、
シ
ョ
ー
も
、
町
も
、
人
も

恵
ま
れ
す
ぎ
た
こ
の
５
日
間
。
よ
そ
の

人
が
住
む
に
は
住
み
に
く
い
と
定
評
の

パ
リ
、
及
び
デ
ュ
ッ
セ
ル
の
芸
術
家
た

ち
の
健
康
と
活
躍
を
そ
し
て
再
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
八
中
村
雅
子
Ｖ

癖
難

騨
騨
品
‐
急
際
齢
濡
髄

蕊鶏

欝；
離
職
錨
蕊
蕊
織
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峨
鮒
曹
皇
雲
菱
“

ほ
ん
ま
も
ん
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
へ
の
特
訓
〈
Ⅵ
〉

町
ち
ゃ
ん
、
お
熱
い
タ
ッ
チ
ン
グ

ほ
．

神
ち
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日増しに仲良くなっていく２人（？）じゃれ合う写真をみてひがんでいるの
は誰？動物園にも愛のバレンタインデーがあるのです。

つ形ルや１スをミビいさてとふ ､ はこえ口た
てをやポカ｜飲ルン哨たつくいた ､ な匹てをち
遊持人１１パみクで乳 ･ てだつり、くで、揃、

「
あ
れ
、
神
ち
ゃ
ん
が
一
一
人
い
る
／
」

「
ぼ
ん
ま
や
ノ
．
い
つ
の
間
に
、
ふ
た
り
に
な
っ
た
ん
や
／
，
」

入
口
か
ら
ま
つ
先
に
と
ん
で
く
る
神
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ン
の
小
学
生

び
、
同
じ
年
頃
の
小
学
生
に
は
我
然
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
む
き
だ
し

オ
リ
の
内
と
外
で
や
り
あ
っ
て
い
た
そ
の
神
ち
ゃ
ん
（
明
け
て
五

才
）
に
昨
年
十
月
お
嫁
さ
ん
の
ア
キ
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
た
こ
と

を
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
つ
も
の
よ
う
、
大
声
で
「
神
ち
ゃ
ん
、
神
ち
ゃ
ん
／
、
」
そ
の

呼
び
か
け
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
、
さ
１
つ
眼
に
も
止
ま
ら
ぬ
猛
ジ

ャ
ン
プ
。
久
し
ぶ
り
の
学
童
た
ち
に
何
や
ら
声
さ
え
出
し
て
身
体

を
寄
せ
る
神
ち
ゃ
ん
。
三
人
連
れ
の
ど
の
児
も
が
顔
い
っ
ぱ
い
の

笑
い
で
神
ち
ゃ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

だ
が
、
そ
の
直
後
、
す
げ
な
く
、
反
転
し
た
と
思
う
と
、
さ
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
、
も
う
ひ
と
り
の
神
ち
ゃ
ん
い
や
ア
キ
ち
ゃ
ん
の
元
へ
、
す
っ

と
ん
で
行
っ
た
神
ち
ゃ
ん
。
こ
ん
ど
は
、
そ
ろ
り
と
や
さ
し
く
、

そ
の
ア
キ
ち
ゃ
ん
を
抱
き
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

「
あ
っ
そ
う
や
、
去
年
の
暮
れ
、
神
ち
ゃ
ん
に
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド

し
ん

が
き
た
こ
と
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
あ
る
。
お
い
神
／
・
（
呼

び
捨
て
）
え
え
ぞ
う
／
」
う
れ
し
い
声
援
が
暫
く
続
い
た
。

〔
泣
き
ベ
ソ
に
弱
い
男
の
子
〕

そ
の
日
は
か
ら
ず
も
ア
キ
ち
ゃ
ん
到
着
し
て
満
三
カ
月
め
、
あ

れ
ほ
ど
ヒ
ト
の
近
づ
く
の
を
嫌
い
オ
リ
の
中
へ
入
っ
た
僕
に
驚
い

て
ウ
ン
チ
を
出
し
て
い
た
そ
の
ア
キ
ち
ゃ
ん
、
な
ん
と
ま
あ
／
・
お

て
ん
ば
こ
の
上
な
し
、
ち
ょ
っ
と
神
ち
ゃ
ん
に
抱
か
れ
た
あ
と
ダ

ン
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
、
こ
の
子
ほ
ん
ま
に
女
の
子
や
ろ
か
／
と
う
た

ぐ
り
た
く
な
る
ほ
ど
、
両
足
広
げ
あ
ら
れ
も
な
い
姿
、
力
ま
か
せ
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に
し
こ
踏
み
運
動
。
そ
し
て
ば
１
つ
ノ
．
と
、
い
ま
神
ち
ゃ
ん
に
呼

び
か
け
て
い
た
、
そ
の
学
童
め
が
け
で
、
と
び
蹴
り
を
ぶ
つ
つ
け

て
き
た
。

し
ん

「
あ
－
恐
ろ
し
い
。
こ
い
つ
ほ
ん
ま
に
女
の
子
や
ろ
か
／
翻
神
ノ
．
こ

ん
な
や
つ
に
負
け
た
ら
あ
か
ん
ぞ
。
そ
れ
頑
張
れ
、
や
つ
つ
け
て

ま
え
／
」

も
は
や
学
童
た
ち
に
は
目
も
く
れ
ず
、
神
と
ア
キ
は
、
取
っ
組

ふ
た
り

み
あ
い
の
仲
む
つ
ま
じ
さ
。
そ
の
一
一
人
に
こ
ん
な
圭
戸
援
が
と
ん
で

い
た
。そ

し
て
暫
く
の
の
ち
〃
キ
ャ
ー
ッ
〃
ち
ょ
っ
と
小
さ
い
ア
キ
が

泣
き
声
あ
げ
た
と
思
え
ば
、
と
た
ん
に
神
は
、
そ
の
ア
キ
を
、
ぐ

い
つ
と
胸
い
っ
ぱ
い
抱
い
て
や
っ
て
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

い
や
、
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
あ
れ
し
ま
へ
ん
。
食
事
時
の
マ
ナ
ー

な
ん
か
、
も
う
、
な
に
が
な
ん
だ
か
分
ら
ん
行
動
を
見
せ
る
ア
キ

で
あ
る
。
つ
い
最
近
に
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
科
学
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
放
映
さ

れ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
そ
の
生
活
行
動
の
一
場
面
。
〃
食
事
時
の

先
取
り
権
″
と
い
う
解
説
で
あ
る
。
確
か
に
当
園
の
成
獣
た
ち
に

も
見
ら
れ
る
行
動
の
一
端
で
も
あ
る
。
先
に
手
に
し
た
者
の
権
利

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
横
取
り
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
説
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
満
三
才
、
少
な
く
と
も
野
生
の
ル
ー
ル
を

身
に
つ
け
て
き
た
ア
キ
ち
ゃ
ん
。
欲
し
い
と
な
る
と
、
さ
っ
と
神

ち
ゃ
ん
の
口
元
か
ら
で
も
横
取
り
、
か
っ
さ
ら
っ
て
は
食
べ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
な
ん
と
い
う
こ
や
つ
。

「
コ
ラ
ノ
．
ア
キ
、
あ
か
ん
ぞ
／
，
」

怒
鳴
り
つ
け
て
や
っ
た
ら
と
た
ん
に
、
キ
ャ
ー
ッ
大
げ
さ
な
泣
き

声
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
、
女
の
子
に
弱
い
神
ち
ゃ
ん
、
何
を
置
い

て
も
、
ま
た
ぞ
ろ
、
そ
の
ア
キ
ち
ゃ
ん
を
抱
き
か
か
え
て
や
る
の

で
あ
る
。

〔
身
体
で
示
し
あ
う
タ
ッ
チ
ン
グ
〕

と
こ
ろ
で
そ
の
ア
キ
ち
ゃ
ん
、
手
を
と
り
足
を
と
っ
て
の
ご
機

嫌
取
り
飼
育
の
毎
日
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
”
キ
ロ
と
重
た
く
な

っ
た
神
は
抱
け
て
も
、
ア
キ
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
や
る
こ
と
は
全
く

で
き
な
い
。
格
子
オ
リ
を
開
け
た
と
た
ん
、
さ
っ
と
逃
げ
去
り
、

そ
の
く
せ
私
に
寄
り
添
う
神
に
相
変
わ
ら
ず
嫉
妬
の
毎
日
。
遠
く

で
な
が
め
動
か
な
い
。
い
や
仔
細
に
見
る
と
、
何
時
の
間
に
や
ら

私
の
方
に
に
じ
み
寄
る
彼
女
、
や
っ
ぱ
り
神
と
同
じ
こ
と
が
し
て

欲
し
い
ん
や
／
、
ア
キ
、
そ
ん
な
に
怖
が
ら
ん
で
え
え
、
早
よ
お
い

で
／
と
、
差
し
出
す
手
に
、
か
え
っ
て
怖
が
る
。
だ
が
、
そ
ん
な

日
々
の
あ
る
時
、
横
向
き
の
私
に
〃
パ
チ
ン
〃
何
や
ら
ピ
ン
タ
が

と
ん
で
き
た
。
あ
っ
病
／
誰
や
／
，
ひ
ょ
い
と
振
り
向
い
た
ら
、
そ

こ
に
ア
キ
が
き
て
い
た
。
怖
々
の
ア
キ
が
生
ま
れ
て
初
め
て
、
人

間
の
身
体
に
触
れ
た
に
違
い
な
い
。
パ
チ
ン
、
。
〈
チ
ン
、
。
〈
チ
ン
。

続
け
さ
ま
私
の
頭
や
ほ
ほ
、
肩
を
た
た
い
て
き
た
。

そ
の
ふ
り
あ
げ
る
手
を
見
て
私
は
う
れ
し
く
な
っ
た
。
お
そ
る

お
そ
る
ふ
る
う
手
は
冷
や
汗
を
か
く
ほ
ど
握
り
し
め
た
ま
ま
、
し

か
も
手
や
ヒ
ジ
の
外
面
で
や
っ
と
私
に
触
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
よ

し
、
ア
キ
、
頑
張
っ
て
も
っ
と
も
っ
と
ど
つ
い
て
こ
い
。
こ
う
し

た
毎
日
が
信
頼
関
係
を
育
て
、
ア
キ
は
日
増
し
に
落
ち
着
き
だ
し

た
ｃそ

し
て
到
着
来
一
カ
月
、
後
ろ
向
き
、
そ
ろ
り
と
尻
か
ら
近
づ
い

て
き
た
ア
キ
、
私
の
ヒ
ザ
の
上
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
り
は
じ
め
た
。

し
ん

よ
し
よ
し
、
ア
キ
は
や
っ
ぱ
り
神
よ
り
だ
い
ぶ
小
さ
い
な
あ
／
、
と

頬
ず
り
し
て
や
ろ
う
と
し
た
と
き
、
ド
ー
ン
。
神
の
足
蹴
り
が
、

ま
た
ぞ
ろ
と
ん
で
き
た
。
〃
キ
ャ
ー
ッ
″
ア
キ
の
泣
き
声
。
と
次

に
は
ま
る
で
嘘
の
よ
う
泣
き
や
ん
だ
。
見
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
神
が

抱
い
て
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
相
手
に
対
す
る
信
頼
関
係
を
自
分
で
体
験
し
積
み
重

ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
彼
等
。
そ
の
警
戒
心
の
強
さ
に
胸
さ
え
痛

む
毎
日
が
さ
ら
に
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
つ
い
先
日
の
深
夜
、
神
と

ア
キ
の
寝
床
が
明
ら
か
に
近
づ
い
て
い
る
。
そ
ろ
り
そ
ろ
り
足
音

を
し
の
ぱ
せ
大
接
近
、
あ
っ
、
や
っ
ぱ
り
、
神
が
窓
ぎ
わ
、
そ
の

ふ
た
り

う
ち
側
に
、
そ
し
て
寄
り
添
う
よ
う
に
、
二
人
が
寝
て
い
る
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。

神
ち
ゃ
ん
の
性
成
熟
ま
で
あ
と
三
年
。
野
生
を
知
ら
な
い
神
、

た
ど
た
ど
し
い
足
ど
り
で
今
、
ほ
ん
ま
も
ん
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
へ
と

確
か
に
歩
を
進
め
て
い
る
。
神
も
ア
キ
も
頑
張
り
や
／
・

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

１
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神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



1２１

こんにちは赤ちゃん

片山慎殻< ん／芦屋市清水町

完全看護★冷暖房完備☆病院前駐車可能

菖柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
密芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

Ｈ正差＝・庵＝＝屋望ｮ 宙可胸Ｅｒ武T 二恥勾ロ

幼 児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY
難護蹴曲嘘i 蕊鰹

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分
（木曜日は休診）

そごう前センター街東角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３９

TＥＬ（07 8 ) 3 3 1 - 6 3 0 2～３
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る
最
古
の
六

そ
の
頃
、

神
戸
市
東
端
で
山
に
登
り
、
風
・
吹
岩
・
東
お
多
福
山
を
越
え
て

住
吉
川
上
流
に
出
、
本
庄
橋
ち
か
く
か
ら
一
気
に
最
高
峰
の
東
肩

と
と
や
み
ら

に
登
り
有
馬
に
至
る
「
魚
屋
道
」
。
こ
の
道
の
名
に
興
味
を
覚
え

た
の
は
中
学
生
の
頃
だ
っ
た
。
昆
虫
採
集
の
た
め
に
山
に
登
り
始

め
た
私
は
、
次
第
に
六
甲
に
心
ひ
か
れ
て
、
や
が
て
毎
週
山
歩
き

を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
昔
、
こ
の
道
を

通
っ
て
灘
の
人
々
が
有
馬
へ
水
産
物
を
運
ん
だ
と
い
う
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
記
事
が
、
み
よ
う
に
懐
し
い
響
き
を
私
の
心
に
残
し
て
い

た
。
や
が
て
郷
土
史
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、
古
地
図
や
古

文
書
の
中
で
こ
の
山
道
に
再
会
し
た
の
だ
。

元
禄
一
四
年
（
一
七
○
一
）
の
『
摂
陽
群
談
』
は
「
（
六
甲
）
山

頭
よ
り
有
馬
場
山
に
越
道
あ
っ
て
六
甲
越
と
号
す
．
…
：
兎
原
郡
森

村
へ
出
る
所
也
」
と
い
い
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
の
『
摂
津

国
名
所
大
絵
図
』
は
、
森
村
（
東
灘
区
本
山
町
森
）
で
西
国
街
道

か
ら
分
岐
し
て
山
中
に
入
り
六
甲
山
上
の
石
宝
殿
ふ
き
ん
を
通
っ

の
直
行
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
の
だ
が
、
同
時

藷篭’i 簿蕊鍵

て
有
馬
温
泉
に
通
じ
る
山
道
を
く
っ
き
り
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

Ａ
そ
の
７
Ｖ
一
般
向
き

阪
急
岡
本
ｌ
風
吹
岩
ｌ
本
庄
橋
’
一
軒
茶
屋
ｌ
有
馬
温
泉

魚
屋
道
追
想

田
辺
頁
人
八
兵
庫
県
立
芦
屋
高
等
学
校
教
諭
Ｖ

風吹岩にて筆者

辺
・
深
江
・
青
木
）
の
側
で
は
、
こ
れ
は
柴
刈
り
道
だ
と
か
谷
川

の
土
砂
く
ず
れ
に
工
事
を
し
た
の
だ
と
称
し
て
、
新
道
修
築
の
工

事
や
抜
け
荷
の
件
を
否
定
し
て
い
る
。
結
局
、
約
半
年
後
に
「
新

道
同
様
に
し
、
日
々
、
牛
馬
・
荷
物
・
旅
人
が
密
か
に
通
っ
て
い

出
た
小
浜
・
伊
丹
・
尼
崎
・
生
瀬
の
商
人
た
ち
は
、
「
有
馬
の
者

お
う
ざ

が
中
心
と
な
り
灘
の
青
木
ま
で
一
二
里
の
山
道
に
、
岩
山
を
切
り
崩

古
文
書
に
よ
っ
て
、

利
益
の
た
め
に
こ
の
山
道
を
抜
け
荷
の
道

い
の
宿
場
の
商
人
に
と
つ

年
（
一
六
七
二
）
以
来
、

経
て
蓬
莱
峡
の
谷
を
船
坂
・
有
馬
と
進
ん

村
人
や
有
馬
の
町
人
は
、
こ
の
大
迂
回
を

と
す
る
宿
場
の
商
人
と
の
闘
い
で
い
ろ
ど

お
よ
び
東
灘
区
の
三
条
・
津
和
・
森
・
中
野
。
小
路
・
北
畑
・
田

と
訴
え
出
た
。
被
告
の
有
馬
町
や
灘
本
庄
九
力
村
（
現
芦
屋
市
内

陸
最
短
コ
ー
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
地

そ
こ
か
ら
北
の
小
浜
（
宝
塚
市
）
・
生
瀬

る
。
早
速
、
抜
け
荷
を
禁
じ
こ
の
新
道
を
破
壊
さ
せ
る
べ
き
だ
」

し
谷
川
に
橋
を
か
け
る
大
工
事
を
施
し
て

時
代
初
期
に
さ
か
の
ぽ

幅
四
尺
か
ら
一
丈
の
街

そ
こ
で
、
寛
文
＋

こ
の
山
道
の
歴
史

ハ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
う
こ
の
道
は
、
江
戸

と
り
わ
け
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）

灘
地
方
か
ら
有
馬
に
行
く
に
は
、

甲
越
え
の
通
路
の
ひ
と
つ
で
あ
る

詳
ら
か
に
再
現
す
る
一

江
戸
時
代
を
通
じ
て

て
は
打
撃
と
な
る
。

こ
と
が
わ
か
る
。

一
た
ん
西
宮
へ
出
、

の
争
論
は
、
現
存
す
る

（
西
宮
市
）
の
宿
場
を

で
い
た
。
そ
こ
で
灘
の

さ
け
る
た
め
に
山
越
え

ら
れ
て
ゆ
く
。

と
し
て
封
鎖
さ
せ
よ
う

｝
と
が
で
き
る
。
訴
え

元
の
人
た
ち
自
ら
の

１
２２
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に
そ
れ
は
、
街
道
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』

規
道
は
切
埋
め
切
広
げ
候
道
は
以
前
の
通
り
細
道
に
つ
か
ま
つ

れ
」
と
決
裁
が
下
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
こ
の
道
の
整
備
・
通

行
は
後
を
た
た
ず
宿
場
の
商
人
は
幾
度
も
大
坂
奉
行
所
に
抜
け
荷

の
目
撃
を
訴
え
て
い
る
。
灘
の
人
肯
の
切
実
な
生
活
の
歴
史
の
し

み
こ
ん
だ
踏
み
跡
な
の
で
あ
る
。

明
治
維
新
で
事
情
は
一
変
す
る
。
自
由
な
交
通
が
始
ま
り
、
こ

の
交
通
路
も
栄
え
て
ゆ
く
か
に
見
え
た
。
だ
が
、
近
代
的
交
通
の

発
達
が
皮
肉
に
も
こ
の
道
を
さ
び
れ
さ
せ
る
の
だ
。
明
治
七
年
開

通
の
大
阪
・
神
戸
間
の
鉄
道
が
、
三
宮
と
西
宮
の
間
で
は
住
吉
に

駅
を
設
け
た
。
す
る
と
従
来
の
山
道
（
こ
れ
ま
で
湯
山
間
道
と
か

六
甲
越
え
と
よ
ば
れ
た
）
で
は
鉄
道
と
の
接
続
に
不
便
で
あ
る
。

そ
こ
で
住
吉
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
駅
か
ら
谷
ぞ
い
の
道
が
拡
張
さ

れ
、
本
庄
橋
で
従
来
の
山
道
に
合
流
し
て
有
馬
へ
と
旅
人
は
往
来

し
始
め
た
。
こ
の
住
吉
道
の
に
ぎ
わ
い
の
一
方
で
、
湯
山
間
道
は

本
庄
橋
か
ら
風
吹
岩
手
と
へ
て
森
へ
お
り
る
本
道
も
、
途
中
か
ら
分

れ
て
保
久
良
山
の
東
の
谷
を
下
る
支
道
も
、
深
い
草
に
お
お
わ
れ

て
い
っ
た
。

祖
先
た
ち
の
智
恵
は
、
灘
と
有
馬
と
を
直
線
的
に
比
較
的
楽
な

コ
ー
ス
で
結
び
つ
け
た
。
そ
の
た
め
か
今
日
も
、
ほ
ぼ
こ
の
道
筋

に
そ
っ
て
、
東
六
甲
横
断
の
中
心
的
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
通
じ

て
い
る
。
か
っ
て
の
往
来
を
見
守
っ
た
で
あ
ろ
う
古
い
山
の
神
の

え
ん

石
詞
や
役
の
行
者
の
石
像
は
路
ぱ
た
の
草
む
ら
に
う
ず
も
れ
て
、

知
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
が
、
注
意
し
て
み
る
と
、
今
の
魚
屋

道
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
わ
き
に
は
、
し
ば
し
ば
、
踏
み
固
め
ら

れ
た
古
道
の
跡
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
住
吉
谷
の

上
流
、
川
と
旧
六
甲
越
え
道
の
交
叉
点
に
は
深
い
山
中
に
ぽ
つ
ん

と
巨
大
な
本
庄
橋
が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
石
造
の
古
橋
は
、
最
近

ま
で
灘
の
人
々
の
生
活
の
歴
史
を
秘
め
て
静
か
に
、
眠
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
、
山
登
り
の
人
々
は
、
こ
の
橋
を
見
る

と
ほ
っ
と
し
て
休
息
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
取
材
の
た
め
に
久
し
ぶ
り
に
束
お
多
福
山
を
越
え
た
私

は
、
数
年
前
に
崩
れ
た
と
い
う
今
の
本
庄
橋
の
無
残
な
姿
を
見

て
、
強
い
衝
撃
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

源

ダ

*圧、／

術I窪
』

1２３
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



杉
本
昭
子
八
冒
険
家
Ｖ

そ
の
日
は
前
日
ま
で
の
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
と
は
打
っ
て
変
り
、
朝

か
ら
冷
え
込
ん
で
い
た
。
歩
け
ば
寒
さ
も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
だ

ろ
う
。
落
葉
山
の
石
畳
み
の
道
を
登
り
始
め
る
。
有
馬
の
人
は
妙

見
山
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
る
。
西
国
三
十
三
カ
所
の
お
地
蔵
様

を
一
番
、
二
番
と
数
え
な
が
ら
登
っ
て
行
く
。
中
段
の
鳥
居
を
く

ぐ
る
と
十
六
番
、
や
っ
と
半
分
。
し
ば
ら
く
行
く
と
六
甲
の
最
高

峰
が
見
え
る
。
雪
な
の
か
頂
上
付
近
が
白
く
な
っ
て
い
る
。
階
段

、
、
、
、

を
登
り
き
る
と
そ
こ
が
こ
の
山
の
て
つ
・
へ
ん
。
大
い
ち
よ
う
の
木

は
す
っ
か
り
葉
を
落
し
て
、
は
だ
か
ん
ぽ
う
。
弟
が
ぎ
ん
な
ん
の

実
を
素
手
で
つ
か
み
、
頭
の
て
つ
。
へ
ん
か
ら
足
の
先
ま
で
か
ぶ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
近
所
の
子
供
達
と

の
肝
試
し
で
は
、
お
化
け
が
何
よ
り
怖
く
、
夜
に
は
ト
イ
レ
に
も

独
り
で
い
け
な
か
っ
た
私
は
、
姉
に
し
が
み
つ
い
て
登
り
、
こ
こ

ま
で
来
る
と
、
こ
ろ
が
る
よ
う
に
降
り
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
な
つ

か
し
い
山
で
あ
る
。
有
馬
の
子
供
に
と
っ
て
は
囲
り
の
山
も
川
も

胤
八
そ
の
８
Ｖ
健
脚
コ
ー
ス

有
馬
温
泉
ｌ
湯
槽
谷
山
ｌ
極
楽
茶
屋
’
一
軒
茶
屋
’
百
間
滝
ｌ
有
馬

全
て
が
我
家
の
庭
で
あ
る
。
家
の
中
で
ま
ま
ご
と
遊
び
な
ど
し
て

い
る
ひ
ま
が
な
い
。
女
の
子
だ
て
ら
に
、
木
登
り
は
朝
飯
前
。
強

そ
う
な
枝
を
見
つ
け
る
と
、
縄
飛
び
の
紐
を
結
ん
で
タ
ー
ザ
ン
ご

っ
こ
が
始
ま
る
。
今
は
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
た
く
さ

ん
で
き
て
い
る
が
、
私
達
は
手
製
の
コ
ー
ス
で
一
日
中
遊
ん
で
い

た
。
も
ち
ろ
ん
プ
ー
ル
も
な
い
の
で
、
滝
の
川
が
水
泳
場
に
な
る
。

石
を
並
べ
て
水
を
せ
き
止
め
て
子
供
プ
ー
ル
の
出
来
上
り
。
夏
で

も
水
は
冷
た
く
、
五
分
も
し
な
い
う
ち
に
唇
が
ま
っ
青
に
な
る
。

後
は
日
の
よ
く
当
る
大
き
な
石
で
身
体
を
暖
め
る
。
今
は
も
う
そ

こ
で
泳
ぐ
子
供
達
は
い
な
く
な
っ
て
い
る
。
プ
ー
ル
も
あ
る
し
、

六
甲
ト
ン
ネ
ル
で
海
が
近
く
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

は
い
が
仁
や
ま

ゆ
架
ね
や
垂

落
葉
山
か
ら
、
灰
形
山
を
抜
け
て
、
湯
槽
山
に
向
う
。
し
ば
ら

く
行
く
と
道
に
霜
柱
が
た
っ
て
い
る
。
こ
の
山
道
は
登
る
ば
っ
か

り
で
、
し
ん
ど
い
。
お
ま
け
に
そ
こ
が
頂
上
と
い
う
所
の
坂
が
一

番
き
つ
い
。
上
を
見
て
い
て
は
、
足
が
前
に
進
ま
な
い
。
足
自
慢

の
母
が
、
今
日
は
え
ら
く
へ
た
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
頂
上
で
一
服

し
て
、
下
り
は
、
一
気
に
湯
槽
谷
ま
で
降
り
て
し
ま
う
。

パ
シ
ャ
、
パ
シ
ャ
、
霜
柱
の
砕
け
る
音
が
す
る
。
昼
前
だ
と
い

う
の
に
。
や
が
て
、
両
側
に
笹
が
茂
る
道
に
な
る
。
頂
上
が
近
い
。

そ
れ
に
し
て
も
道
が
荒
て
い
る
。
折
れ
た
木
が
何
本
も
横
た
わ
っ

て
い
る
。

頂
上
か
ら
の
海
の
眺
め
は
抜
群
で
あ
っ
た
。
大
阪
湾
か
ら
和
歌

山
ま
で
見
渡
せ
て
、
海
は
き
ら
き
ら
金
色
に
輝
い
て
見
え
た
。
ふ

り
返
り
ふ
り
返
り
眺
め
て
来
た
裏
の
景
色
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
山

の
景
色
と
好
対
照
で
あ
る
。

冒
険
ご
っ
こ
、
ま
た
楽
し

湯槽谷山頂にて筆者

124
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



た
の
で
強
行
突
破
す
る
こ
と
に
し
た
。
冒
険
ご
っ
こ
の
始
ま
り
で

あ
る
。
強
く
て
つ
か
ま
り
易
い
木
の
根
を
捜
し
、
一
歩
づ
つ
足
場

を
確
め
て
ジ
グ
ザ
グ
に
降
り
て
行
く
。
「
小
安
相
滝
」
と
い
う
道

標
が
流
れ
ず
に
あ
っ
た
。
滝
は
埋
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
こ
に

は
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
川
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
右
へ
左
へ
と

川
を
渡
り
な
が
ら
下
っ
て
行
っ
た
。
小
さ
な
滝
が
い
く
つ
も
あ
る

の
で
、
滝
に
来
る
と
山
の
方
へ
進
路
を
変
え
、
ま
た
川
の
方
へ
戻

る
。
し
か
し
楽
な
道
は
そ
う
長
く
は
続
か
な
い
。
突
然
、
道
が
切

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
度
は
前
程
簡
単
に
降
り
ら
れ
そ
う
も
な

い
。
こ
こ
で
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
勇
気
を
ふ
る
い
起
し

て
絶
壁
に
挑
戦
す
る
。
岩
の
で
こ
ぽ
こ
が
少
い
の
で
、
足
場
を
捜

す
の
に
一
苦
労
だ
し
、
つ
か
ま
る
木
が
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も

へ
っ
び
り
腰
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
弱
音
を
は
い
て
は
、
有

馬
育
ち
が
す
た
る
と
悪
戦
苦
闘
の
末
な
ん
と
か
降
り
切
っ
た
。
下

か
ら
見
る
と
ま
だ
上
の
方
で
従
妹
が
半
泣
き
で
岩
に
へ
ば
り
つ
い

て
い
る
。
な
ん
と
か
無
事
降
り
ら
れ
た
。
向
い
側
に
比
較
的
大
き
な

滝
が
あ
っ
た
。
何
と
い
う
滝
な
の
だ
ろ
う
。
し
ぶ
き
が
も
う
凍
っ

て
光
っ
て
い
た
。
こ
の
道
が
こ
ん
な
に
荒
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は

知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
後
も
う
一
度
難
所
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
母
が

山
猿
の
本
領
を
発
揮
し
て
偵
察
に
行
っ
た
結
果
、
山
の
方
か
ら
越

え
る
道
を
捜
す
こ
と
に
す
る
。
笹
の
林
に
も
ぐ
り
込
む
。
藤
が
足

に
か
ら
ま
る
し
、
つ
か
ま
っ
た
木
が
死
ん
で
い
て
つ
ん
の
め
り
そ

う
に
な
る
。
は
う
よ
う
に
し
て
な
ん
と
か
道
ら
し
い
道
に
出
た
。

四
時
前
だ
と
い
う
の
に
、
す
っ
か
り
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

も
う
一
時
間
遅
か
っ
た
ら
と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
。
山
の
夕
暮
れ

は
早
い
。

そ
れ
に
し
て
も
寒
い
。
手
は
か
じ
か
む
し
、
耳
は
切
れ
そ
う
に

痛
い
し
、
顔
は
も
う
引
き
つ
っ
て
い
る
。
北
風
は
、
は
だ
か
の
木

に
も
ど
ん
ど
ん
霧
氷
の
花
を
咲
か
せ
る
。
霧
氷
の
ト
ン
ネ
ル
の
中

で
は
、
歩
く
の
を
や
め
る
と
た
ち
ま
ち
凍
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
し

歩
い
て
も
歩
い
て
も
冷
い
風
が
、
身
体
の
熱
を
ど
ん
ど
ん
吹
き
飛

ば
し
て
い
く
よ
う
だ
。

一
軒
茶
屋
で
お
弁
当
に
し
た
。
お
に
ぎ
り
も
う
ま
く
つ
か
め
な

か
っ
た
手
も
ど
う
に
か
暖
ま
っ
て
き
た
の
で
出
か
け
る
こ
と
に
す

る
。
頂
上
の
寒
さ
に
比
べ
た
ら
山
道
は
い
く
ら
か
は
暖
か
い
。
魚

屋
道
を
降
り
か
け
た
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
遊
ん
で
帰
り
た
い
と
、

吉
高
神
社
か
ら
四
十
八
滝
を
通
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
し
ば

ら
く
行
く
と
道
が
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
引
き
帰
し
た
方
が
良

い
か
な
と
も
思
っ
た
が
、
降
り
切
っ
た
先
の
川
原
か
ら
道
が
見
え肌を切る冷気のなかで霧氷がとても美しい（白黒写真ではハッキリと判らないのが残念だ）
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いま花ひらくファッション都市神戸
劃ＳＨＲ７ＦＶＱＦＫＱＢＥ

紬f ”域鑑鐸縦1 { j 識

1２６

神戸ファッション都市の理念をここに凝結
明円の神戸を創る1 2 7 人のリーダーが
情熱をこめて語る

自
己
主
張
の
あ
る
余
暇
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化

旧
銅
碩

神
戸
の
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
流
れ
を
探
る
加
純
２

フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
は
日
常
生
活
の
集
積
か
ら

山
嵯
版

認
畔

ス
ポ
ー
ッ
ラ
イ
フ
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
リ
ー
ド
す
る

Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
文
化
に
不
可
欠
な
創
造
性

住
む
の
に
最
高
の
町
、
円
本
の
外
国
、
神
戸

神
戸
文
化
の
背
景
は
国
際
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
頑
つ
く
り
の
核
に
メ
ッ
セ
寛
本
市
都
市
）
の
設
置
を

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら

Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
郁
市
の
舞
台
装
置
を
創
る
神
戸
の
家
具

洋
菓
子
こ
そ
神
戸
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

全
国
の
即
％
を
集
散
す
る
神
戸
の
真
珠
業
界

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
生
活
の
ゆ
と
り
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
る

ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
な
か
の
神
戸
シ
ュ
ー
ズ
６社鋤

百
年
の
伝
統
と
仙
界
的
技
術
を
誇
る
神
戸
の
洋
服
会
知

神
戸
の
生
柄
文
化
を
暗
う
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア

式
謡

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
神
〆
の
魅
力
を
つ
く
る
北
野
町
界
隈
誌
四

世
界
的
な
水
準
を
誇
る
神
一
脚
の
味
覚
文
化

ビ
赤一“

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
た
フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
部
市
づ
く
り
を
話
術
鋪

フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
に
必
要
な
空
港
と
ホ
テ
ル
と
兄
本
市
会
場
一
戸
テ
恥

フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
情
雑
セ
ン
タ
ー
の
設
概
が
急
務

神
一
一
抑

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
創
る
人
材
を
養
成
す
る
ｒ
１
唯
刊
ミ
函

豊
か
な
文
化
が
経
済
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
月
．
州

ノ
ノ
神

既
成
市
街
地
の
整
備
と
未
来
の
海
上
都
市
の
建
設

集
行
卸

あ
す
の
神
戸
、
国
際
情
報
文
化
都
市
の
創
造
を
目
指
し
て
編
発
斤

神戸ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ都市論

写

市
内
各
書
店
に
て
好
評
発
売
中
ノ
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と
胸
に
つ
け
て
も
ら
っ

コウベ・ファッション・ソサエティ

ト
ラ
ポ
ル
タ
擬
で
キ
マ

イ
″
と
繰
り
返
し
て
い

し
た
。
勿
論
サ
ン
バ
の

☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞ Ｋ､ 、Ｓ、 news4１ 鞭務局／神戸市生田区束町1 1 3 - 1
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

‘

氾
年
は
デ
ィ
ス
コ
旋
風
で

し
た
。
デ
ィ
ス
コ
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
な
ん
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
も
登
場
、
か
つ
ア
ダ
ル
ト

・
デ
ィ
ス
コ
な
ん
て
い
う
気

取
っ
た
デ
ィ
ス
コ
も
作
ら
れ

て
大
人
も
大
威
張
り
で
踊
り

狂
え
た
こ
の
一
年
、
何
で
Ｋ

Ｆ
Ｓ
の
パ
ー
テ
ィ
が
デ
ィ
ス

コ
以
外
の
場
所
で
開
か
れ
ま

し
ょ
う
！
と
、
踊
り
疲
れ
た

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
祁

だ
っ
た
の
デ
ス
。

入
り
口
で
男
性
に
は
金
の

星
、
女
性
に
は
銀
の
星
の
バ

ッ
チ
を
渡
し
て
キ
ラ
リ
キ
ラ
リ

て
、
キ
ラ
リ
キ
ラ
リ
。
ゲ
ー
ム

っ
た
り
と
い
つ
も
の
よ
う
に
パ

…
…
た
の
で
す
が
：
：
・
・
。
暑
か

と
い
う
よ
り
も
。
踊
る
と
い
う

美
容
に
よ
い
と
知
っ
て
か
、
う

だ
り
は
ね
た
り
し
て
い
た
人
、

ツ
テ
た
人
、
〃
ア
ッ
イ
、
ア
シ

た
人
。
と
も
か
く
よ
く
踊
り
ま

Ｃｈｒｉｓｔｍａｓ

た
り
、
賞
品
が
あ

Ｐａｒｔｙ’７８

４

１２月１５日於サントノーレ

127

類
”

露悪一… -

蕊
鋒鋳

織
暑
か
っ
た
で
す
ね
え
、

フ
ロ
ア
ー
い
っ
ぱ
い
跳
ん

蕊
灘
騨

を
し

雛

－
テ
ィ
は
始
ま
り
か
け

ﾛ

鞭

こ
と
が
そ
れ
は
そ
れ
は

L ﾛ ’＠

財 繍

鍵熱
い

雫
蝋
燕

リ
ズ
ム
も
登
場
で
、
そ
の
時
に
は
フ
ロ
ア
い
っ

ぱ
い
の
輪
に
広
が
っ
て
壁
の
花
な
ら
ぬ
椅
子
の

重
り
（
お
守
り
？
）
で
食
べ
て
ば
か
り
い
た
人

も
参
加
。
ヘ
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
バ
・
ビ
バ
・
ケ

ー
フ
ェ
ス
（
あ
と
で
バ
ン
ド
の
人
が
ピ
バ
・
Ｋ

Ｆ
Ｓ
は
歌
い
に
く
い
ョ
と
い
っ
て
ま
し
た
）
と

サ
ン
バ
・
デ
。
コ
ウ
ベ
の
大
合
唱
ｑ
最
後
は
そ

の
日
一
番
お
気
に
入
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
残
念

な
が
ら
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
適
当
に
傍

に
い
る
人
）
と
ブ
ル
ー
ス
で
名
残
り
の
一
曲
を

踊
り
ま
し
た
。

良
い
年
の
暮
れ
で
し
た
ね
。

》
鐸
謝
鐸

鋤職
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１
１２８
１

☆
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
唯
ベ
ー
ス
マ
ン

曽
根
や
あ
、
久
し
ぶ
り
。
今
ど
な
い

し
て
る
の
。

若
宮
去
年
の
ｎ
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｆ

Ｍ
放
送
の
番
組
「
朝
の
ポ
ッ
プ
ス
」
の

Ｄ
Ｊ
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
や
っ
て
る
の
。

曽
根
そ
の
番
組
は
全
国
向
け
や
ね
。

若
宮
だ
か
ら
沖
縄
や
北
海
道
か
ら
便

り
が
く
る
と
嬉
し
く
っ
て
。
で
も
朝
が

早
い
か
ら
チ
ョ
ッ
ピ
リ
つ
ら
い
ん
だ
け

ど
…
…
。
タ
ー
坊
は
仕
事
が
夜
遅
い
か

ら
朝
崎
起
き
る
の
は
ど
う
？

曽
根
ま
あ
－
、
適
当
に
（
笑
）

若
宮
お
酒
の
方
は
。

曽
根
あ
ん
ま
り
飲
め
な
い
。

若
宮
私
も
・
で
も
雰
囲
気
は
好
き
ね
。

お
酒
飲
ん
で
演
奏
し
た
方
が
ノ
レ
ル
っ

て
聞
い
た
こ
と
あ
る
わ
よ
・
本
当
？

曽
根
一
度
飲
ん
で
演
っ
て
エ
ラ
イ
め

に
会
っ
た
こ
と
あ
る
ん
よ
・
途
中
で
何

演
っ
て
る
の
か
分
ら
な
く
な
っ
て
（
笑
）

若
宮
「
ソ
ネ
」
っ
て
有
名
な
ア
ー
チ

ス
ト
が
よ
く
来
る
で
し
よ
・
去
年
も
ス

コ
ッ
ト
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
来
て
演
奏
し

て
た
ね
。
素
敵
だ
っ
た
わ
。
タ
ー
坊
は

ず
っ
と
ウ
ッ
ド
・
ベ
ー
ス
だ
け
ど
昔
、

ピ
ア
ノ
弾
い
て
た
わ
ね
。
あ
の
頃
か
ら

影
な
が
ら
あ
こ
が
れ
て
た
の
よ
（
笑
）

ど
う
し
て
ピ
ア
ノ
か
ら
ベ
ー
ス
ヘ
・

曽
根
知
ら
な
い
う
ち
に
変
わ
っ
て
た

ね
。
中
学
の
頃
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
を

演
っ
て
た
し
小
さ
い
時
か
ら
音
楽
が
好

き
だ
っ
た
。
軽
音
塞
森
部
に
入
り
た
い
た

素
直
に
感
動
し
た
い
ワ

●
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
ね
）
●
ジ
ー
ン
ズ
仲
間
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
タ
イ
ム
●

曽
根
辰
夫
若
宮
て
い
子
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若宮てい子さん
ＮＨＫ・ＦＭ、ＦＭ大阪
等の活躍中のＤＪ･ ユニ
ークで楽しい会話、索鰯
も魅力的な女性。

若
宮
奥
さ
ん
と
ペ
ァ
ル
ッ
ク
な
ん
て

い
か
が
か
し
ら
。

曽
根
似
た
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
に
は
す

ス
ポ
ー
ツ
も
や
り
、
笑
顔
も
忘
れ
ず
、

ハ
ッ
ピ
ー
で
健
康
的
な
感
じ
ね
。

曽
根
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
。

☆
ジ
ー
ン
ズ
も
酒
落
た
パ
ー
テ
ィ
服
さ

曽
根
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
は
ス
キ
ー
が

一
番
好
き
や
ね
。
や
り
始
め
て
十
年
位

か
な
。
と
き
ど
き
ジ
ー
ン
ズ
履
い
て
滑

る
よ
。
一
月
に
競
技
ス
キ
ー
に
出
た
。

若
宮
か
な
り
上
手
く
な
い
と
な
か
な

か
ジ
ー
ン
ズ
で
は
滑
れ
な
い
わ
ね
。
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
っ
て
マ
イ
ナ
ー
に
走
っ

て
し
ま
う
場
合
が
多
い
け
ど
タ
ー
坊
は

●ＪＯＩＮＴ情報●

鐘
め
に
大
学
に
入
っ
た
よ
う
な
位
で
（
笑
）

若
宮
タ
ー
坊
は
演
奏
し
て
る
時
、
ス

ー
ツ
も
似
合
っ
て
る
し
ラ
フ
な
格
好
も

し
て
る
わ
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
ん
だ
け
ど
、
数
年
前
ア
ラ

ス
カ
ま
で
ス
キ
ー
に
行
っ
た
と
か
。

曽根辰夫さん
「ソネ」ハゥスバンドの
ベーシスト。理想のアー
チストはレイロプラウン

鱗灘溌畿｛

唾一一､ , 〃ニオマ. づ1 学ｱ ｰ ﾆ . f …〆哲，I ，可
「雷

（
３
２
１
）
２
０
４
６

Ａ
Ｍ
、
，
←
Ｐ
Ｍ
７

毎
水
順
休
み

る
け
ど
同
じ
も
の
は
着
な
い
ね
。
僕
、

家
で
は
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
、
ジ
ー
ン
ズ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ウ
エ
ア
を
愛
用
し
て
る
。

若
宮
私
も
家
で
は
ラ
フ
な
格
好
だ
け

ど
外
で
は
デ
ィ
ス
コ
調
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
や
ら
何
で
も
好
き
な
の
を
着
て

る
の
。
ジ
ー
ン
ズ
も
暇
な
と
き
に
ポ
ケ

ッ
ト
の
色
を
変
え
た
り
ビ
ー
ズ
を
つ
け

た
り
、
コ
チ
ョ
コ
チ
ョ
す
る
の
が
好
き

曽
根
ジ
ー
ン
ズ
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

中
で
定
着
し
て
き
た
よ
う
や
ね
。
パ
ー

テ
ィ
で
ジ
ー
ン
ズ
っ
て
の
も
い
い
。

若
宮
安
い
も
の
で
も
高
い
も
の
で
も

い
い
も
の
は
い
い
の
よ
れ
。
一
点
豪
華

主
義
で
高
価
な
も
の
を
買
う
気
持
ち
も

わ
か
る
け
ど
何
故
か
浮
い
た
よ
う
な
気

が
す
る
の
。
こ
だ
わ
ら
な
い
で
自
由
な

格
好
の
方
が
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
。

曽
根
Ｄ
Ｊ
は
幅
広
い
話
題
が
要
る
ね

若
宮
そ
う
な
の
。
今
、
興
味
も
っ
て

る
の
が
釣
に
ゴ
ル
フ
、
そ
れ
と
映
画
。

古
い
映
画
か
ら
新
し
い
映
画
と
一
生
懸

１
１２９
１

ジ圭一ニンクライフ･スIテー ﾆ･ショイント

廻
寺
さ
″
今
と
‐
大
面

一
日
店
長
に
狩
人
が
″

ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ァ
ン
に
ク

リ
ス
マ
ス
の
ピ
ッ
グ
プ
レ

澱
ゼ
ン
ト
…
…
若
い
女
性
に

狩
人
気
の
狩
人
が
、
さ
だ
ま

牙
さ
し
に
続
く
第
二
号
目
の

唄
一
日
店
長
と
し
て
旭
月
顕

で
日
来
店
。
サ
イ
ン
会
や
特

↓
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
熱
唱
と

春
大
い
に
サ
ー
ビ
ス
を
く
り

設
ひ
ろ
げ
た
。
若
者
の
店
ジ

特
ヨ
イ
ン
ト
の
Ｘ
マ
ス
ら
し

”
い
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
た
楽

３
し
い
ひ
と
と
き
…
…
、
次

々
と
素
晴
し
い
一
日
店
長

の
企
画
が
あ
り
ま
す
。
乞

ご
期
待
。

命
観
て
る
の
よ
・
世
界
中
を
回
れ
て
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
愛
の
言
葉
な
ど
も
粋

で
し
よ
。
と
っ
て
も
勉
強
に
な
る
わ
。

〃
君
の
瞳
に
乾
杯
／
″
な
ん
て
素
敵
／
、

曽
根
僕
の
場
合
、
ラ
イ
ヴ
だ
か
ら
お

客
の
反
応
が
す
ぐ
わ
か
る
け
ど
Ｄ
Ｊ
だ

と
ス
タ
ジ
オ
の
中
だ
か
ら
大
変
や
れ
。

若
宮
そ
う
。
一
人
し
ゃ
べ
り
っ
て
難

し
い
の
よ
◎
即
、
反
応
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
受
け
て
る
か
ど
う
か
心
配
ね
。

曽
根
好
き
な
音
楽
を
仕
事
に
出
来
る

の
は
幸
せ
だ
け
ど
そ
れ
だ
け
に
努
力
し

な
い
と
ね
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん

だ
け
ど
、
ハ
ー
ト
や
味
の
あ
る
表
現
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
な
。

若
宮
私
は
〃
若
宮
て
い
子
〃
の
個
性

プ
ラ
ス
神
戸
の
セ
ン
ス
が
キ
ラ
リ
、
で

い
き
た
い
わ
。
何
も
わ
か
ら
ず
に
や
り

始
め
た
か
ら
、
毎
日
が
新
し
い
こ
と
ば

か
り
の
驚
き
な
の
。
初
心
を
忘
れ
な
い

で
常
に
感
動
す
る
心
〃
ウ
シ
と
な
る
窪

き
″
を
大
切
に
し
続
け
た
い
わ
。､:ji鯉
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